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高千穂町立高千穂中学校

教諭 川野将太

１ はじめに
本校は、2019年度より新しくＮＩＥ教育実践の指定

を受けた。初年度である 2019 年度は、「新聞を読み、
新聞に親しむための実践」をテーマにして取り組んだ。
そのため、各学級で取り組めること、各教科で取り
組めることを職員で共通実践することとした。
また、本校に進学してくる生徒の中には、小学校で

ＮＩＥに関する取り組みを行ってきて、新聞に触れる
機会の多かった生徒たちもいる。さらに、本校では以
前より、高千穂販売所の方のご厚意で、毎日、学級に
1 部の宮崎日日新聞が無償で配付されており、生徒た
ちが過ごす教室に必ず新聞がある環境が整っている。

２ 本年度の取組
（１）図書室に新聞コーナーの設置

① 目的
・ 全校生徒が気軽に新聞を読むことができる場を
設置することで、新聞に対する興味・関心を高め
る。

② 取組方法
・ １週間分をまとめて置くことのできる新聞コー
ナーを設置した。
・ 全校生徒が気軽に利用しやすい図書室を利用し
て、新聞コーナーのスペースを確保した。
・ 過去の新聞についても、図書室に収納スペース
を作り、自由に読むことができるようにした。

③ 取組の実際
・ 宮崎日日新聞以外の新聞については、これまで
に読む機会が少なかったため、初めのうちは手に
取って読んでいる生徒が見られた。
・ 各教室に配付されている新聞を読んでいる生徒
も多いため、新聞を読むためだけに図書室に来る
生徒は増えなかった。

図書室に設置した新聞コーナー

３ 成果と課題 

（１） 成果 

  〇 新聞を教室にストックしておくことで、児童が自ら新聞を活用する姿が見られた。また、

授業で活用する際も、わざわざ準備をする必要がなく、負担軽減へとつながった。 

  〇 委員会活動に取り入れたことで、授業外でも継続して新聞を活用する流れを作ることが

できた。 

 

 

（２） 課題 

  〇 低学年に対して、新聞を活用した実践があまりできなかった。先行実践を参考にし、来

年度取り組んでいきたい。 

  〇 中・高学年においても、授業での実践を深めていきたい。 
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 （４）教科での活用 
   ① 目的 
    ・ 新聞記事を使うことで、教科の内容を深めたり、身近な出来事に目を向けたりする

ことができるようになる。 
   ② 取組方法 
    ・ 社会科では、３年生で、「生産と労

働」という単元で、非正規労働の課題
とこれからについての授業内容で宮崎
日日新聞の記事を利用した。 

    ・ 理科では、2 年生で、月に１回「興味のある理科
に関するニュース」を取り上げ、要約と感想を書く
課題を行った。 

   ③ 取組の実際 
    ・ 社会科においては、授業で学習している内容を、現在の社会で起きている出来事と

して身近に感じている生徒も見られた。 
    ・ 月に１度、土日の宿題としてワークシートで取り組み、定期テストで時事問題とし

て取り上げ、出題した。 
 
 （５）職員へのＮＩＥ研修 
   ① 目的 
    ・ 職員にＮＩＥの取組として、どのような

ものがあるのかを知ってもらうため。 
    ・ 来年度に向けて、どのようにＮＩＥに取

り組んでいくかを考えるため。 
   ② 取組方法 
    ・ 講師として、ＮＩＥアドバイザーでスー

パーティーチャーでもある高千穂町立上野
小中学校の田﨑香織先生をお招きして、全
職員で研修を行った。 

   ③ 取組の実際 
    ・ 「なぜ、今ＮＩＥなのか」ということも

含めて、ＮＩＥに取り組むことの意義や、
田崎香織先生が実際に取り組まれてきた実
践を紹介していただき、ＮＩＥの取組がよ
り身近で簡単にできることを教えていただ
いた。 

 

【参加した職員の感想】 
・ ＮＩＥと聞くと何か特別なこ
とを始めなければいけないのか
なと思っていましたが、日々取り
組んでいることをもっと良くす
るために、新聞を利用すれば良い
のだと思えるようになりました。 
・ 新聞の見出しを使った俳句作
りを実際にやってみて、楽しかっ
たので、ぜひ学級でも生徒たちと
やってみたいと思います。 
・ ＮＩＥの取り組みは、生徒一人
一人の読解力や表現力を身につ
けるだけではなく、工夫次第で地
域の方々とのつながりをつくる
こともできることを知り、何事も
やってみることが大切だと思い
ました。 

理科に関する 

ニュースの 

ワークシート 

 （２）学級での新聞記事の掲示 
   ① 目的 
    ・ 話題になっている記事を切り取って掲示することで、新

聞を手に取って読まない生徒にも興味を持たせる。 
   ② 取組方法 
    ・ 世の中で話題になっている記事や生徒の気になる記事を

掲示した。 
    ・ 学級の文化委員会が１週間に１度、新聞記事を切り抜い

て掲示した。 
   ③ 取組の実際 
    ・ 地域（高千穂町や西臼杵地区）の話題

を中心に新聞記事を掲示している学級も
見られた。 

    ・ 学級によっては、文化委員会で毎日取
り組んでいるところもあった。 

 
 （３）新聞を利用した 1 分間スピーチの実施 
   ① 目的 
    ・ 生徒が新聞を読む機会をつくり、内容を要

約する力や自分の意見を発表する力を身につ
ける。 

   ② 取組方法 
    ・ 自分の気になる記事を探し、切り取ってワ

ークシートに貼り、記事の要約と自分の感想
や考えたことを 1 分で発表した。 

    ・ 1日に 1人ずつ、朝の会か帰りの会でスピ
ーチを行った。 

   ③ 取組の実際 
    ・ 家で新聞を定期購読していない生徒につい

ては、学級に配付されている新聞を使うこと
で、全員ができるようにした。 

    ・ 学級によっては、スピーチの後に生徒が感想を伝えるこ
とで、生徒たちが意欲的に取り組めるような工夫をしてい
た。 

    ・ 先生によっては、スピーチした内容に関連する話を、朝
の会や帰りの会でしてくださったことで、新聞記事や社会
で起きている出来事に興味をもつ生徒が見られるようにな
った。 

教室に掲示されている 

1分間スピーチの原稿 
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生徒の語い力、表現力向上と視野拡大に向けた取り組み
小林市立西小林中学校

教諭 田尻 洋貴

〇 はじめに

本校は、小林市の北西部に位置し、韓国岳（標高 1700m）、新燃岳（標高 1421m）、夷

守岳（標高 1344m）、及び九州山地や霧島の山々に囲まれた自然豊かな環境に位置してい

る。全校生徒は 87名で、明るく素直である。

2019 年度から、ＮＩＥ実践指定校の指定を受け、新聞を読む機会を増やしたり、新聞記

事を読んだ感想を考えたりするなどの活動を通して、新聞に親しみをもたせている。語い

を増やし表現力を高め、視野を広げていくことを目的とした。

１ ＮＩＥの具体的な取組

（１） ＮＩＥコーナーの設置

① 目的

〇 全校生徒が使いやすい場所に新聞を置き、生徒の新聞への関心を高める。

〇 新聞を活用した活動に積極的に参加しようとする意欲を高める。

② 内容

【玄関口 NIE コーナー】

学校の玄関奥にあるフロアにＮＩＥコーナーを設け

て、宮崎日日新聞、読売新聞、朝日新聞、毎日新聞、日

本経済新聞の５紙を閲覧することができる新聞掛けを設

置した。また生徒が新聞を広げて読めるよう長机も設置

した。

新聞掛けに新聞をかける作業や新聞保管ボックスへの

整理は、新聞社ごとに担当の生徒が係活動の一環として

行っている。

（２） １分間スピーチの実施

① 目的

〇 新聞を読んで、記事の要約、記事を選択した理由、自分の意見の順で書か

せることで、社会で起こっていることに関心をもち、その社会的事象への自

分の意見や考えをまとめる力を高める。

〇 他人の前で自分の意見を自分の言葉で発表することで、発表する力や相手

にわかりやすく説明するなどの表現力を高める。

② 内容

１年生から３年生の各学級で使用する新聞を決め、新聞記事の要約や感想など

をまとめ、帰りの会で発表する１分間スピーチ活動を行った。記事の選択につ

いては当初は生徒の自主性に任せたが、選ぶ題材に偏りが見られたため、新聞

 

３ 成果と課題 
 【成果】 
  ○ 図書室に新聞コーナーを設置することで、宮崎日日新聞以外の新聞を生徒が読む

ことができる機会をつくることができた。 
  ○ 学級や教科で「できること」に取り組んでもらったので、学級での取組は継続し

た活動になったものが多く、いくつかの教科でも取り組んで新聞を活用した取組
を行ってもらうことができた。 

  ○ 田﨑香織先生による研修を通して、ＮＩＥの取組を身近に感じてもらうことがで
き、来年度に向けて、職員全体のＮＩＥに取り組む意識も前向きになった。 

 
 【課題】 
  ● 継続的に新聞を手に取って読む生徒を少しずつ増やせるような工夫を考えていく

ために、委員会の活動との連携もしていく必要がある。 
  ● 教科によっては、授業の内容に合っている新聞記事が見当たらなくて、新聞記事

を使いたいけど使えない状態も見られた。 
  ● 学級や教科によって、取り組みに差が出てしまったので、来年度は、学校全体で

共通してＮＩＥに関する活動を行うことで、生徒たちの変化を全職員で見届けられ
るようにしていきたい。 
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